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 京都フュージョニアリング社の次期計画 UNITY はメインループとしてリチウム鉛ループを有し、高温部

においてセ氏 1,000 度での熱交換を試験することから、現在 SiCf/SiC 材料開発ならびに機器製造が進められ

ている。ブランケット試験部は核融合炉を模擬した体積加熱装置並びに 4T の強磁場発生装置を備える。 
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1. UNITY 技術概要 

 本発表ではシリーズ発表の後段として、UNITY ループの開発計画を報告する。UNITY はメインループと

して約 500℃のリチウム鉛を循環し、高温部においてセ氏 1,000 度までのブランケットの熱移送挙動と 2 次系

への熱交換を試験することから、現在 SiCf/SiC 材料開発ならびに機器製造が進められている。ブランケット

試験部は核融合炉を模擬した体積加熱装置並びに 4T の強磁場発生装置を備える。 

 

2. UNITY の技術的優位性 

 UNITY は、世界の既存装置と比してより高温で広汎なパラメータでの試験を可能とする。本装置は強磁場

下での流動特性のみならず、実機相当の体積発熱密度でスケーリング可能な 100ｋｗレベルでのブランケッ

トモジュールの熱的特性と熱利用プロセスの試験を主目的とし、熱交換から発電までの機器開発を目的とし

た統合試験プラントである。また水素同位体の回収や材料腐食も試験することができ、幅広い核融合プラン

ト機器の試験に供することで、世界的にも核融合開発戦略上独創的で重要な貢献を目指す。 

 
図１ UNITY ブランケット試験部概要図 
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